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先天性難聴児の新生児聴覚スクリーニングの効果に関する比較研究 
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要旨  

黄麗輝先生は中国における新生児聴覚スクリーニングに取り組み、本年教授に昇進し、中国におけるトップ指導

者として新生児聴覚スクリーニングに取り組んでいる。その現在の状況の報告と現在のわが国の新生児聴覚スク

リーニングとの比較を行った。同時に今後の共同研究について検討した。 
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緒言（目的や研究背景） 

日本では新生児聴覚スクリーニングは全出生児の 60％に行われている。中国では北京や上海のような大都市で

のみ行われている。日本と中国のそれぞれの場合を比較し、問題点を検討することにした。 

 

研究（治療）対象と方法 

新生児聴覚スクリーニングと人工内耳手術が中国と日本ではどのように行われ、どのような成果をあげているか、

何が問題点かを比較検討する。 

 

成績（結果） 

①わが国では年間の出生数は100万人であるが、中国では2000万人である。 

②わが国の新生児聴覚スクリーニングは全国的に行われ、約 60％が対象となっている。中国では北京や上海の

ような大都市でのみ行われ、全出生児の数％にしかすぎない。 

③先天性難聴児の人工内耳手術は毎年先天性難聴の 30％が対象となっているが、保険加入者の少ない中国では

0.5％程度と考えられる。 

 

考察 

新生児聴覚スクリーニングの中国の問題点は大都市でのみ行われていることである。これは財政上の問題であろ

う。新生児の数が年間2000万人とわが国の20倍と多いことにも原因がある。人工内耳の普及率が中国では低い

のは保険制度がまだ普及していないためであろう。 
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